
��

� ° 
 \ � ” � ­ � ­ �w � ³ �µ �Â �Ü �=

� • � Š � Ã 
 É
�ä�þ�G�¶�£

� x � a � Š � t

�q�O�w�Ô�Š�p�x�|
\�”�­�­�›�r�O�³�µ�Â�Ü�=�b�”�T�U�ð�J�q�s�l�o�M�”�{

�f�w	Ô�ù�t�x�|�H�	�­�­�|�¶�Í�­�­�|�þ�q�­�­�|�'�À�º�­�­�q�M�O�­�­�w�›

�–�¬�›	��“	Í�[�|�›	��w�È���t�‘�l�o
\�”�­�­�w�³�µ�Â�Ü�=�›
$�”�“�›�^�Y

�–�O�q�`�o�M�”�‘�O�t�¥�˜�•�”�{�f�w�¤�p�‹�|�^�`�K�h�l�o�ð�J�q�^�•�o�M

�”�w�U�¶�Í�­�­�q�þ�q�­�­�w�È���p�K�”�{

�`�T�`�|�M�V�s�“�\�w�‘�O�s�M�O�t�‘�l�o
\�”�­�­�w�³�µ�Â�Ü�=�›
$�–�O

�q�b�”�w�x�|�q�O�w�Ô�Š�t�K�l�o�x�Á�g�U�K�”�w�p�x�s�M�i�–�O�T�{�f�w�g

���x�|�H�
�t�|�Ô�Š�w�þ�q�­�­�U�|�¶�Í�­�­�w�K�q�›	!�Z�o
\�”�t�˜�h�”�­

�­�~�¶	6�w�;�q�›	G
ü�t���™�b�”�„�r
C�a�`�o�M�s�M�q�M�O�\�q�p�K�”�{�‡

�h�|�H���t�|�¶�Í�­�­�›�¤	ú�q�b�”�­�­�t�s�•�o�V�h�Ô�Š�p�|�L�h�`�o
R
�

�­�­�w�Š�R�w�›	í�›
\�T�`�h
\�”�­�­�w�³�µ�Â�Ü�=�U�p�V�”�i�–�O�T�|�q�M

�O�Y�ð�‹
\�c�”�{


\�”�­�­�q�‹�s�•�y�|
R
��w�­�­�~�¶	6�U	O�A�t�s�”�U�|
R
��w�¶	6�]�J

�x
\�Æ�w�¤�T�’
\�c�”�\�q�U���M�i�Z�t�|�Ì�•���›�!�=�b�”�{�f�w�h�Š�|
R


��­�­�x	J�È�p�s�Z�•�y�s�’�s�M�{�f�•�t�0�`�|�¶�Í�­�­�x�‹�l�q�‹�{�M
M

�S�›�Ë�m�­�­�–�¬�p�K�”�{�­�­�q�M�Q�y�f�w�¶�Í�­�­�t�¢�¤�”�Ä�›�T�Z�o�V

�h�Ô�Š�p�|
R
��­�­�w	J�È
Q�›�O�‡�X
\�T�`�h�³�µ�Â�Ü�=�U�p�V�”�i�–�O



�{

� � � � 
 \ � ” � ­ � ­ �w
M�S�=

�T�{	H�R�w�Ô�Š�w�þ�q�­�­�›	•�”�q�|�x�a�Š�x	J�È
Q�w�K�l�h�‹�w�‹�|�b�Y

�t�×�Ú�=�`�o�`�‡�O�\�q�U���T�l�h�‘�O�t�¥�O�{

�\�•�’�w�:�›�ß�€�b�”�q�|
\�”�­�­�w�³�µ�Â�Ü�=�›�M�V�s�“
M�S�$���Ø�T

�’�U�|�b�”�‘�“�‹�|�‡�c�¶	6�1�l	��•�¶	6	��q�M�l�h�x�á
��t	¯�:�›�K�˜

�d�|�¶	6�1�l�•�¶	6�Æ�ˆ�w�›�Ã�›�O�‡�X�q�’�Q�o�|�f�w	B
u�w	Í�t�³�µ�Â�Ü

�=�›�ß�Q�”
ž�A�U�K�”�‘�O�t�¥�˜�•�”�{�\�\�p�x�|�f�w�‘�O�s�\�\�–�€�w�°

�m�q�`�o�|
\�”�­�­�w�¼� �Æ�Û�§�ç�~�³�µ�Â�Ü�w�Þ�Ã�ç�›��	Z�`�|	��q�`�o


R
�
Ú�w�¶	6�t���b�”�Ð�*�Ã�”�»�›	��U�T�“�q�`�s�U�’�U�|�›�C�Q�o	•�h�M
�¢�
�£

�q�¥�O�{

� 
 �Þ �Ã�ç �w� � 	Z

�\�\�t��	Z�b�”�w�x�|�]�X�~�m�O�w�¼� �Æ�Û�§�ç�~�³�µ�Â�Ü�w�ß�Q�M�t�,

�n�X
\�”�­�­�³�µ�Â�Ü�w�Þ�Ã�ç�p�K�”�{�M�‡�|�K�”	Ý�6�»�›
Ý���`�h�q�b

�”�{�f�w	Ý�6�»�t� �ï�Ó�¿�Ä	"�U�Ö�l�o�X�”�q�|�f�•�t�‘�l�o	Ý�6�»�x�Í�w	ý

�`�M	Ý�6�»���t�!�˜�”�{�f�•�x	Ý�6�M���Ü�t�‘�l�o
¯�q�b�”�\�q�U�p�V�”�{�°

�M�|	Ý�6�»�x�ž�¢�Ä�Ó�¿�Ä�H�›
\�³	Z�b�{�\�w�\�q�x	Z�—�M���Ü�q�`�o
¯�q

�p�V�”�{� �ï�Ó�¿�Ä�•�q�ž�¢�Ä�Ó�¿�Ä�J�Z�w�����x�|	Ý�6�M���Ü�w�»�›	Z�—�M��

�Ü�w�I�t�E�Ö�b�”�\�q�t�‘�l�o�˜�”�\�q�U�p�V�”�{�\�•�U�¼� �Æ�Û�§�ç�~�³

�µ�Â�Ü�p�K�”�{

�H�

$�x�\�w�‘�O�s�ß�Q�M�t�Ñ�Ÿ�”�Å�Ì�¿�«�›
Ç�Z�C�Q�|�³�µ�Â�Ü�w�K�”

	`���›
$�Ô�`�h�‹�w�p�K�”�{�‡�c� �ï�Ó�¿�Ä�•�q�`�o�x�|
��‘�w�H�¶	6�A�{�I�|

�®�­�­�-�h�~�d�¿�I�|�®�Ž�$	Ú�E�¯�U�K�[�’�•�”�{�®�¶	6�A�{�¯�•�®�­�­�-

�h�~�d�¿�¯�t�x�f�•�›
\	•	Z�b�Ì�E�$
�� �U�K�”�U�|�³�µ�Â�Ü�w�A�¼�q�x�s

�’�s�M�{�®�¶	6�A�{�¯�•�®�­�­�-�h�~�d�¿�¯�x�f�w�è�¹�›	!�Z�o�M�”�|�q�w

�¦� �›�b�”�t�q�r�Š�‘�O�{�‡�h�|�\�\�p�®�Ž�$	Ú�E�¯�q�M�O�w�x�|
\�”�­

�­�~�¶	6�w	Ý�6�t�Ú
€�è�¹�›�t�…�b
��±�Ï
R�|�ˆ�À�Ï���|�×
µ���¥�|�þ�q��

�¥�s�w�\�q�p�K�”�{



一生涯教育のシステム化５

生涯教育のシステム・モデル
状 態 ( " ) ア ウ ト プ ッ ト ( y )
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生涯教育・学習の状
態

教 育 。

(諾裏函濤薑畠機関.）
(誉童童濯畠ﾌﾛｸ）

→- 一「 学習 の

成 果
(葦臺因学習の行動関）

Ｉ ’Ｉ
| 派 ’調整・相談機連絡

構 ’一 (連絡・調整機能）
(調査・研究機能）
(学習相談機能）
(指導者研修機能）

←
フィードバック

「生涯教育・学習の状態」は，まさに，生涯教育，生涯学習の状態をあら
わすものであるが，家庭・学校・社会・企業内で行われている教育や学習を
いくつかの要因に分解すれば，教育・学習の機関・施設関係要因，教育・学
習のプログラム関係要因，教育・学習の行動関係要因に分けることができる
であろう。勿論,それらは独立に存在するのではなく,相互に関連性がある。
教育・学習の機関・施設関係要因といえば，学校，公民館，図書館，博物
館や社会教育関係団体，企業内教育機関，ラジオ・テレビ，通信教育機関と
いった機関・施設の種類や機能が問題となろう。そこでのソフトウエアは，
すべて教育・学習のプログラム関係要因でとらえることができる。たとえ
ば，学校教育のカリキュラム，教育方法にしても，社会教育の形態・方法に
してもそうである。教師や学習の指導者・助言者，児童・生徒や成人学習者
の行動や人間関係の問題は，すべて教育・学習の行動関係要因である。
このような教育や学習は，それぞれの教育目標や学習目標を目指して行わ

れる。そして，その結果であるアウトプットｙは，「教育・学習の成果」と
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８１生涯教育の制度化

のまま認めることにする。そして，問題の関心をむしろそのような要因間の
関係をたえず調整することにおくのである。このような考え方によれば，
「連絡・調整・相談機構」が重要となるのは当然であろう。
また，教育・学習の機関や施設を調整して，生涯にわたる教育や学習を可

能にするという場合にしてもまず，学習者や学習希望者の実態を調べ,また，
学習相談等で多く問題とされることのデータを集積して検討を加える必要が
ある。これもまた「連絡・調整･相談機構」の機能であって承れば，この点
からもその機構の構想が重要になるといえるであろう。

現在のところ，このような「連絡・調整・相談機構」としては，生涯教育
推進本部ないしは生涯教育センターが考えられるであろう。生涯教育推進本
部は,行政機構の中にあって,生涯教育を推進するために関係部局の協力体制
をつくる意味で設置されることが多い。それに対し，生涯教育センターは，
生涯教育の機会を提供する教育・学習施設として構想される場合が多い。
ただし，生涯教育センターをそのような構想にすると，従来から存在する

社会教育関係の施設を一つの施設にまとめたにすぎないとの批判が説得力を
持つことになり，それだけであれば何も改めて生涯教育センターなどといわ
なくてもよい，ということになりかねない。そこで，ここでは生涯教育セン
ターをむしろ生涯教育・生涯学習関係機関。施設の連絡・調整をする機構と
してとらえて承ることにしよう。

図１に示した「連絡・調整・相談機構」の機能からみれば，機構としては
この生涯教育センターの方が適している。連絡・調整機能や指導者研修機能
の承であれば，生涯教育推進本部でも可能であろうが，調査・研究機能や学
習相談機能もあわせ持つとなれば無理が生ずる。現在のところ，生涯教育推
進本部は行政の一機構という性格を持つものがほとんどであるから，それと
は別に生涯教育センターを設置して，先のような諸機能の遂行を図るべきで
あろう。それを県レベルにしか設置できないとすれば，市町村レベルにブラ
ンチを設けて，連絡・調整や学習相談等を行う必要がある。

生涯教育や生涯学習の機関・施設について，その連絡・調整を行うために



一生涯教育のシステム化９

はそれなりのデータが必要となるから，生涯教育センターでは，住民の学習
要求や学習活動についての調査を行い，また関係機関･施設についての調査・
研究もたえず行っていかなければならない。その場合には，既存の教育研究
機関との関係を検討する必要が生ずる。
生涯教育センターの学習相談機能については，これまでの日本では未発達

な領域だけに，そのイメージがつか承にくい。これは要するに個々の学習者
や学習希望者に，学習関係の助言・指導をするもので，そのためには学習ア
ドバイザーをおく必要があろう。学習相談は地域社会との関係が深いので，
生涯教育センターのブランチが地域社会に設置されれば，そこに学習アドバ
イザーを配置する。そこでは，学習情報の収集も行い，学習アドバイザーは
巡回学習相談も行うものとする。また，学習者カードを作成して，地域住民

（２）
との関係を密にすることも必要であろう。
指導者研修機能に関しては，現在の研修機関との関係も根本的に検討しな
ければならなくなるが，指導者研修をも生涯教育センターに吸収しようとす
るのは，それが調査・研究や学習相談とも相互に関連性があるからである。
そして,それを生涯教育という観点から総合的に行う必要があるからである。
ここでは，学校の教師から社会教育専門職員，さらにはボランティアの指
導者・助言者等の，さまざまな指導者の研修が行われるものとしておこう。

３学習希望と生涯教育・学習の状態

現在の日本で，生涯教育システム化がいわれる時にもっとも問題となるの
は，成人の教育・学習であろう。そこで，次に一つの調査データを取り上
げ，前述のシステム・モデルにそって，成人の教育・学習に関する調整の問
題を検討して承ることにしたいと思う。
ここで取り上げるデータは，モデル定住圏における生涯教育システム開発

のために行われた文部省調査のデータで，そのうちの鹿児島県川北薩串木野
（８）モデル定住圏の部分である。この調査は，その他に宮城，新潟，静岡，徳島
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１２１生涯教育の制度化

館，歴史民俗資料館，動物園等である。しかし，これらについては，個人教
授所，専修学校，各種学校，職業教育・訓練施設，民間施設，青少年教育施
設等とともに，比率そのものの数値が小さいので，さらにきめこまかな検討
が必要である。
運動施設では，屋内，屋外いずれの場合も利用率が希望率を上回り，要求

は充足されているようにみえる。これは，後述する学習内容についての希望
で，体育・スポーツ関係のそれが実際の学習活動よりかなり少なくなってい
るせいである。
利用施設で特に問題となるのは，施設利用の希望で「適当な施設であれば
どこでもよい」とするものが26パーセントを占めることである｡これには，
施設についての情報をあまりもっていないものや，現在の施設にあきたりな
いものも含まれていると考えられる。いずれにしても，このように希望のは
っきりしないものについては，学習相談が必要となるであろう。
次に，施設の配置問題に関係の深い施設までの所要時間を承ると，利用希

望率の高いものから順に９位までの施設については表３の如くになってい
表３利用施設までの平均所要時間一希望と実際一

、個人教授服

贈施設（婦人会寵，名

寺1陰字孜・谷極字叡

学校（小・中・高・

虻イヒ会露・劇1場・音苔

(注）「希望」というのは貯容範囲のことである。

施 設
男

Ａ希望 Ｂ実際Ａ-Ｂ
女

Ａ希望 Ｂ実際Ａ-Ｂ
公 民 館 2７ 分 2２ 分 ５分 2０ 分 1８ 分 ２分

2７ 2２ ５ 2７ 2５ ２

3１ 3６ -５ 2２ 3１ - ９

2９ 2４ ５ 2４ 2１ ３

2４ 2４ ０ 2０ 2３ -３

4３ 5５ -１２ 2７ 3４ -７

2１ 2６ -５ 2０ 2５ -５

3１ 3９ -８ 2６ 1３ 1３

3０ 4２ -１２ 3５ 5２ -１７

4３ 5５ -１２

2１ 2６ -５
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